












































③　ひとりひとりの個性や資質の違いが，仲間全体を高めることになること（鶴田 1995 : 52）
　こうした見方を統合すると，『スイミー』の授業実践史をまとめている中西がいうように，「わ
たしは，この『スイミー』の主題を《スイミーの成長ものがたり》としてとらえたい」（中
西 2001 : 62）ということになるのだと思われる2。また，ナチズムの迫害を受けたレオ・レオニの
ライフヒストリーとこの作品を接続し，「個」と「全体」に関わる問題が主題化されたものである
という評価や，そうした来歴から，5カ国語を駆使するコスモポリタン3として生きたレオニの自



































































































書では，「“Let’s go and swim and play SEE things!” he said happily」（谷川俊太郎訳では「でて
　こいよ　みんなで　あそぼう。おもしろいものが　いっぱいだよ !」）と，SEEが大文字で書か
れている点をふまえて，独自の訳文「『さあ，泳ぎに行って何でも見ちゃうごっこをしよう !』彼
























































































































































































 6 稲葉はこの引用に独自の訳文をつけている（稲葉 2010 : 86）が，筆者は若干稲葉の訳文を改変した。
 7 宮川健郎は，こうした比喩説明は，最後にスイミーが大きな魚のふりをすることを思いつくための伏
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